
浜松市生活支援体制づくり協議体（第 2 層、大平台圏域） 第 3 回会議 議事録 

 

開催日時 令和 6 年 2 月 26 日（月）10 時 00 分から 11 時 30 分まで 

参 加 者 委員：10 人 事務局：2 人 その他：6 人（高齢者福祉課：1 人、協働センターコミ

ュニティ担当職員 2 人、長寿支援課 1 人、地域包括支援センター2 人） 

場 所 入野協働センター  

内 容 1. 開会 

2. 協議事項 

①地域資源マップについて（配布・活用方法） 

地域資源マップが完成する。配布状況の確認と活用方法、またどのよう 

にしたら「集いの場」の参加につながるのか意見を出し合う。 

【グループワークの意見】 

   【入野地区】 

     ・民生委員から常に支援している方へ届けていく。 

    ・公会堂、協働センターに掲示する。 

    ・サロン、シニアクラブへ配布する。 

    ・地域包括支援センター、事業所、ケアマネへ配布する。 

    ・全戸配布にすると必要でない方もあるから、必要な方へ届くよう 

     にする。 

    ・独居の方へ配布予定（男性独居の方等） 

・興味のある方へ案内していく。 

 （協働センター、地域包括支援センター、自治会） 

 

【篠原地区】 

・民生委員さんにも全員に配布（質問があったら答えられるように） 

・活動をみると同じ顔ぶれになっている。 

・地域資源マップをみて興味をもってほしい。 

・農家で忙しい人もいる。 

・健康マージャンが増えている。 

・高齢者以外の活動ものせているので、利用してもらいたい。 

（運動、スポーツの情報も掲載） 

・人の集まるところが好きではない人もいる。 

・活動に参加したら、認知症が改善した。 

 

3. 家事支援活動状況報告 

篠原地区の協議体委員より家事支援の活動報告をしていただく。 

 

 



 

4. 意見交換（地区別） 

①テーマ「家事支援について」 

 

【グループワークの意見】 

  【入野地区】 

    〇家事支援のごみ出しのこと（利用の現状） 

   ・ごみ集積所の利用方法（地域住民限定なのか、位置） 

   ・出すごみ（生ごみ、おむつ類）で嫌がることがある。 

   ・協力員等ではなく、声をかけあってごみ出し支援ができる地域もある。 

   ・地域の方が支援できるとよい。 

  〇過去の入野地区家事支援事業の内容 

  ・子どもの迎え（小学校） 

  ・通院の付き添い 

  ・ごみ出し 

    ・窓ふき 

    ・買い物 

    ・薬の受け取りなど 

  →同じ方の依頼が多くあった。 

 

【篠原地区】 

・ここ 2～3ヶ月新規の依頼はない。 

・近いところに住む家族が協力している。 

・協力者の空白場所がある。 

・協力員が固定となってしまっている。 

・高齢者のおむつは量が出るので、週１回では不足する。 

・規約書ができるまでは大変だった。 

・家の中まで入る支援はリスクが大きい。 

・業者が物を売りに来るので、買い物支援はしていない。 

 

②来年度協議体の協議内容について 

【入野地区】 

   ・地域性がある。 

   ・家事支援について、要望に対してボランティアを集めていく。 

   ・協力員やボランティアを増やすにはどうすればよいか。 

   ・ごみ出しについてはどうか。 

    →通りがかりの方が入れることがある。 

 



   

 ・草取り、掃除などはコーディネーターが必要（範囲、料金、人員） 

   ・アンケートの取り方→希望していることを聞き取っていく。 

   ・移動が困難な方には届けてもらえるシステムがある。 

   ・入野地区はボランティア団体が家事支援をやっていたことがあるが、 

依頼が減りやめた経緯がある。過去に買い物は、品物違いがあった。 

   ・家事支援をするには、準備に時間を要する。 

    

【篠原地区】 

   ・ごみ出し、草取りなど提供サービスの多い伊佐見地区の家事支援の話 

    を聞いてみたい。（実績、苦労話、リスクなど参考にしたい） 

   ・子どもとの接点を持てる活動 

   ・ヤングケアラーの実態が見えない。 

   ・どのように協力員を集めるのか。 

      

5. 情報提供 

  ①地域包括支援センター活動報告 

   地域包括支援センター大平台より活動報告をしていただく。   

 

6. 連絡事項  

① 次年度協議体委員について 

委員変更がある場合は、事務局へ連絡をお願いする。 

② 次回会議開催予定 

    日時：令和 6年 6月 24日（月）10：00～  

会場：篠原協働センター 

   

7. 閉会 

 

今 後 の 

見通し等 

・完成した地域資源マップをどのように配布し、活用していくのか。またどのようにし

たら「集いの場」の参加につながるのか協議した。 

・来年度の協議体内容として、協力員を増やすにはどうすればよいか、また他地区の家

事支援活動を聞いてみたいという意見などが挙がっていた。今後、意見交換で出た意

見を基に協議内容を検討していく。 

 


